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二級河川 加茂川
河川整備計画(案)

平成20年10月1日

和 歌 山 県
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河

川

整

備

基

本

方

針

内容⇒基本方針、基本高水、
計画高水流量等

手続

河川整備基本方針
の案の作成

河川整備基本方針
の決定・公表

都道府県

河川審議会
（二級河川）

意見

河

川

整

備

計

画

内容⇒河川整備の目標
河川工事、河川の維持の内容

手続

河川整備計画
の素案

河川整備計画の
原案の決定

学識経験者
意見

河川整備計画の
策定

地方公共団
体の長

意見

河

川

工

事

・
河

川

の

維

持

河川改修工事に至るまで

公聴会等の
開催

長期的 水系全体 将来像
中期的 一定区間 具体的整備
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河川整備基本方針
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□基本方針(1)

災害の発生の防止又は軽減

＜目標＞
戦後最大の被害を被った昭和36年9月洪水と同規模の洪水から沿川地域
を防御

＜整備内容＞
河道、高潮対策を中心とした整備

河川環境の整備と保全

身近な自然を保全するとともに、沿川地域の環境との連続性や上下流
への連続性に配慮、生き物にも優しい川づくりを進める。

全ての生物の生息環境として重要であることから、瀬や淵の保全、創
出、魚道設置による縦断方向の連続性の確保により、河川環境の保全
と創出に努める。
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河川の整備の基本となる事項

(2)主要な地点における計画高水流量に関する事項

□基本方針(2)

 

 

 

 

■ ：基準地点 

加茂川計画高水流量図    単位：m3/s 

■大崎橋 

250 

和
歌
山
下
津
港 

 

■流域特性・資産状況
◆過去に被害のあった昭和36年9月洪水(第2室戸台風)の
出水規模

◆他河川とのバランス等

計画規模１／1０に決定
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高潮対策

過去最大の高潮被害：第二室戸台風（S36.9)

最高潮位：T.P.+2.52ｍ （最大偏差：2.17ｍ）

計画高潮位：T.P.+3.00ｍ

（≒朔望平均満潮位T.P.+0.80ｍ + 最大偏差2.17ｍ）

第二室戸台風を対象
とした高潮対策
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河川整備計画(案)
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１．流域・河川の概要
1.1 流域の概要
1.2 加茂川の現状と課題

２．加茂川水系河川整備計画対象区間

３．加茂川水系河川整備計画対象期間

４．加茂川水系河川整備計画の目標に関する事項

4.1 洪水、高潮等による災害の発生防止または軽減に関する事項
4.2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
4.3 河川環境の整備と保全に関する事項

５．河川の整備の実施に関する事項
5.1 河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の

施工により設置される河川管理施設の機能の概要
5.2 河川の維持の日的、種類及び施工の場所

６．その他河川整備を総合的に行うために必要な事項

□河川整備計画(案)の目次
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流域界
市町村界
法区間上流端
基準地点

図 加茂川流域図 S=1/25000

■

凡　例

1-2

加茂川 下津町

海南市

有田川町

海南市

有田市

１．流域・河川の概要

加茂川流域図

流域面積は28.1km2

流路延長約10km
土地利用

山地 87.5%
平地・市街地 11.9%
水田 0.6%

流域の概要

人口 14,024人
世帯数 4,465世帯

(H17:国勢調査)

加茂川 下津町

海南市

気候
瀬戸内式気候
平均降水量 1,300mm
平均気温 16℃

鏡石山 ▲

和歌山
下津港

市
坪
川
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昭和36年 9月16日 － － 286 523 205 35 34 207.8 高潮 高潮 第二室戸台風

昭和51年 9月 7日
～9月14日

平成元年 8月31日 内水
～ 9月 3日 土石流

平成元年 9月17日 内水
～ 9月22日 土石流

平成12年 9月8日 内水
～ 9月18日 溢水

平成13年 6月19日
～ 6月20日

豪雨・台風22号

豪雨・台風14号

高潮

50.5 76.8

42

0 0 梅雨前線豪雨14.5 62.8 記載なし

104.4

0 0

0.29 0 26

13 40.5 36 0

3

50 113.4

1.7 38.9 64 5 0 0

0 03.7 50.2 211 57

豪雨・台風17号

高潮 豪雨

43.5 98.9 内水 高潮0 028.5 33.7 255 63

実態※ 備　　考
時間雨量
(和歌山)
(mm)

最大潮位
(和歌山)
(T.P.cm)

被害原因
農地

浸水面積 (ha) 建物被害（棟）

全壊
流失

宅地等
床下
浸水

床上
浸水

半壊

治水(洪水被害)

(平成元年度) (平成12年度)

(平成13年度)
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治水(治水事業の沿革)

1K700付近から
下流側の大崎橋を見る

（平成13年12月撮影）

中番橋(2K150付近)から
上流側を見る

（平成13年12月撮影）

 

昭和 36 年度～昭和 49 年度事業 

1
.6

km
 

2
.3

km
 

大崎橋 

硯橋 

大塚橋 

Ｌ＝700m 

地点 

加茂郷橋 

中番橋 

Ｌ＝1600m 

地点 

0
.0

km
 

Ｌ＝700m 

地点 

5
.2

km
 

4
.5

km
 

大橋 

中橋 中村上橋 

昭和 36年度～昭和 49 年度事業 昭和 60年度～平成 13年度事業 
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利水・環境(生物)

流域界市町村界法区間上流端基準地点図 加茂川環境情報図 S=1/25000

■

凡　例

1-19

加茂川 下津町 海南市

有田川町

海南市

有田市

上流域

中流域下流域

汽水域

汽水域

中流域では平瀬の区間が多く、広い水面幅を
有して流れている。河川内にはカナムグラも群
生している。中地区では河川の流況は気象条
件に左右されやすく、渇水になると伏流し、瀬
切れを起こす区間となっている。

中流域

上流域にあたる橘本（きつもと）地区
付近の改修護岸は直立に近いが、河
幅が広く、中州や砂洲が形成されて
いる。9.4k付近より上流は谷底の狭
い平地に家屋が建ち、道路が通って
いる。加茂川はこの家屋の間を縫うよ
うにして流下している。

上流域下流域
下流域にあたる大崎橋
(1.6km)から大塚橋(2.3km)
に至る区間については、河
道改修によるブロック積み
護岸が施工されている。

種 別 名 称 和歌山県RDB 環境省RDB/RDL 

鳥類 ハヤブサ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 イカルチドリ 準絶滅危惧種 － 

 コチドリ 準絶滅危惧種 － 

 ウミネコ 
絶滅のおそれのある

地域個体群 
－ 

魚類 メダカ 準絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

 トビハゼ 準絶滅危惧種 － 

底生動物 ハクセンシオマネキ － 準絶滅危惧(NT) 

 

貴重種一覧

ハクセンシオマネキ

　　　　　　　　　　　　　　　加茂川で見られる代表的な貴重種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日　　H17.10, H19.5～

H19.10

　　　　　　  　ハクセンシオマネキ　　　　　　　　　　　　　         　　　　　トビハゼ

　　　　　　　　　　　　　　　　凡例
　　　　　；魚類調査地点　　　　　；植生調査地点
　　　　　；鳥類調査地点　　　　　；水質調査地点
　　　　　；底生動物調査地点

流域界

市町村界

法区間上流端

基準地点

図 加茂川環境情報図 S=1/25000

■

凡　例

1-19

加茂川

下津町

海南市

汽水域では、河道は直線的な整備が行われてお
り、潮位の影響により流水の流れは感じられな
い。

河口付近では植生の少ない滞水面が広がる
が、0.6kmの硯大橋付近および1.0kmから上流で
は、ヨシ群落等の湿性植物群落が見られる。ま
た、ハクセンシオマネキやトビハゼ等の貴重な生
物の生息が確認されている。

R-3
鳥類調査結果
ｳﾐｳ
ｺｻｷﾞ
ｱｵｻｷﾞ
ﾏｶﾞﾓ
ﾄﾋﾞ
ｲｿｼｷﾞ
ﾕﾘｶﾓﾒ
ｶﾓﾒ
ｷｼﾞﾊﾞﾄ
ﾂﾊﾞﾒ
ﾊｸｾｷﾚｲ
ﾋﾖﾄﾞﾘ
ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ
ﾎｵｼﾞﾛ
ｽｽﾞﾒ
ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ
ﾄﾞﾊﾞﾄ

R-10
鳥類調査結果
ｺｻｷﾞ
ｱｵｻｷﾞ
ﾄﾋﾞ
ｲｿｼｷﾞ
ｷｼﾞﾊﾞﾄ
ｶﾜｾﾐ
ﾂﾊﾞﾒ
ﾊｸｾｷﾚｲ
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ
ﾋﾖﾄﾞﾘ
ﾓｽﾞ
ﾎｵｼﾞﾛ
ｶｼﾗﾀﾞｶ
ｱｵｼﾞ
ｶﾜﾗﾋﾜ
ｽｽﾞﾒ
ﾑｸﾄﾞﾘ
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ
ﾄﾞﾊﾞﾄ

R-11
鳥類調査結果
ｺｻｷﾞ
ｱｵｻｷﾞ
ﾄﾋﾞ
ﾉﾘｽ
ｲｿｼｷﾞ
ｷｼﾞﾊﾞﾄ
ﾂﾊﾞﾒ
ｲﾜﾂﾊﾞﾒ
ｷｾｷﾚｲ
ﾊｸｾｷﾚｲ
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ
ﾋﾖﾄﾞﾘ
ﾓｽﾞ
ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ
ｱｶﾊﾗ
ﾎｵｼﾞﾛ
ｱｵｼﾞ
ｶﾜﾗﾋﾜ
ｽｽﾞﾒ
ﾑｸﾄﾞﾘ
ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ

R-12
鳥類調査結果
ｱｵｻｷﾞ
ﾉﾘｽ
ｷｼﾞﾊﾞﾄ
ﾂﾊﾞﾒ
ｷｾｷﾚｲ
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ
ﾋﾖﾄﾞﾘ
ﾓｽﾞ
ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ
ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ
ﾂｸﾞﾐ
ｳｸﾞｲｽ
ﾒｼﾞﾛ
ﾎｵｼﾞﾛ
ｶｼﾗﾀﾞｶ
ｱｵｼﾞ
ｲｶﾙ
ｽｽﾞﾒ
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ

M-1
植生調査結果
ﾖｼ M-2

植生調査結果
ｶﾗﾑｼ
ｲﾇﾋﾞｴ

M-3
植生調査結果
ｶﾅﾑｸﾞﾗ

M-4
植生調査結果
ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ
ﾋﾒｼﾊﾞ

M-5
植生調査結果
ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ
ﾏﾀﾞｹ
ｾｷｼｮｳ

St-10
魚類調査結果
ｼﾏｲｻｷ
ｳﾘﾊｾﾞ
ﾖｳｼﾞｳｵ
ｽｽﾞｷ
ｺﾄﾋｷ
ｾｽｼﾞﾎﾞﾗ
ﾏﾊｾﾞ
ｱﾍﾞﾊｾﾞ
ｸｻﾌｸﾞ

St-11
魚類調査結果
ｺｲ
ｷﾞﾝﾌﾞﾅ
ｷﾝｷﾞｮ
ﾌﾅ属
ｵｲｶﾜ
ｶﾜﾑﾂ

St-12
魚類調査結果
ｷﾞﾝﾌﾞﾅ
ｵｲｶﾜ
ｶﾜﾑﾂ

St-13
魚類調査結果
ｷﾞﾝﾌﾞﾅ
ｷﾝｷﾞｮ
ﾌﾅ属
ｵｲｶﾜ
ｶﾜﾑﾂ
ｶﾜﾑﾂ属

St-14
魚類調査結果
ｷﾞﾝﾌﾞﾅ
ｵｲｶﾜ
ｶﾜﾑﾂ

■大崎橋基準地点

R-3

St-10

●
● ▲

M-1
R-10

カワムツ

硯大橋

大崎橋

M-2

St-11 ● ●
大塚橋

岩崎橋

加茂郷橋

St-12

R-11 M-3
●

●

St-13

M-4
●

●

R-12

St-14
●

M-5
●

熊
野
古
道

取水
施設
名称

現況写真
取水
施設
名称

現況写真

お
ど
り
場
堰

大
湯
井
堰

(大湯井堰)

取水
施設
名称

現況写真
取水
施設
名称

現況写真

お
ど
り
場
堰

大
湯
井
堰

(おどり場堰)
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環境(加茂川流域で確認された貴重種)

(ハヤブサ) (イカルチドリ) (コチドリ)

(メダカ) (ハクセンシオマネキ)

(ウミネコ)

(トビハゼ)

RDBカテゴリー定義

※和歌山県RDB

●絶滅危惧Ⅱ類

絶滅の危機が増大して

いる種

●準絶滅危惧

存続基盤が脆弱な種

●絶滅のおそれのある

地域個体群

地域的に孤立している

個体群で、絶滅のおそ

れが高いもの

※環境省RDB

●絶滅危惧Ⅱ類(VU)

絶滅の危険が増大して

いる種

●準絶滅危惧(NT)

現時点では絶滅危険度

は小さいが、生息条件

の変化によっては「絶

滅危惧」に移行にする

可能性のある種

種 別 名 称 和歌山県RDB 環境省RDB/RDL

鳥類 ハヤブサ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類(VU)

イカルチドリ 準絶滅危惧種 －

コチドリ 準絶滅危惧種 －

ウミネコ
絶滅のおそれのある
地域個体群

－

魚類 メダカ 準絶滅危惧種 絶滅危惧Ⅱ類(VU)

トビハゼ 準絶滅危惧種 準絶滅危惧(NT)

底生動物 ハクセンシオマネキ － 絶滅危惧Ⅱ類(VU)
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環境(水質)

 

NO.26 加茂川

mg/l

2.2
1.9

2.5 2.4
2.1

3

1
1.6

2.7

0.9

3.0
3.4 3.5

4.1

2.8
3.1

0.8

3.3
3.0

2.2
1.7

1.1

3.5

2.4

1.2

7.8

5.2

4.1

6.3
5.7

4.5
4.9 5.0 4.9

2.8
2.5

3.5

2.1
1.4 1.6

1.3
1.6 1.6 1.7 1.9

1.2

2.3
1.7

2.7

0.8

7.8

2.8 2.8

1.6
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

平成年度

B
O

D
7
5
%
値

加茂川 亀の川 日方川 左会津川
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台風や低気圧で水面が上昇し、また風浪
で吹き上げられた波が堤防を越えて水害
が発生。

①

①

②風による吹き寄せ

③波浪による海面上昇
高潮

通常潮位

台風や低気圧
①気圧低下による海面

の吹い上げ

護岸

①

①

②風による吹き寄せ

③波浪による海面上昇
高潮

通常潮位

台風や低気圧
①気圧低下による海面

の吹い上げ

護岸

遡上

護岸

地震

浅海部で増幅

津波の伝播
海面の上昇

地盤の上昇

遡上

護岸

地震

浅海部で増幅

津波の伝播
海面の上昇

地盤の上昇

堤防

水害の発生要因

津波 高潮

越水破堤

『
洪
水
』

『
津
波･

高
潮
』

台風や豪雨
によって、
川の水量が
増え、水か
さが上がり、
堤防を超え
あふれ出し
水害が発生。

堤防いっぱい
まで水が増え、
堤防が水の力
に耐えられな
くなると、崩
れ始めます。
堤防の崩れた
場所から水が
流れ、水害が
発生。

地震による大規模な地殻変動に伴う水
面変化が波として周辺に伝わり、沿岸
部へも達します。
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過去の洪水被害状況

(平成13年度)

(平成元年度)

： 近年

： 昭和51年9月14日

： 昭和36年9月16日
　　(第二室戸台風）

：流域界

想定浸水区域図(推定)

流下能力不足

２.整備計画の対象区間

潮位高さ不足
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３.整備計画の対象期間

計画策定から概ね20年間とする。

４．整備計画の目標に関する事項

加茂川は流域住民にやすらぎの場、憩いの場を提供するものである。
河川の現状を踏まえ、治水安全度の向上とともに河川の自然環境の
保全、沿川地域と河川が調和した川づくりを目指します。

２.整備計画の対象区間

・加茂川：0.70km～1.60km
・宮 川：加茂川合流点部
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５．河川の整備の実施に関する事項

本計画が対象とする期間内に、計画区間について河川改修を行うこ
とより、概ね10年に一度程度の確率で発生する59.3mm/hrの降雨規
模の洪水における基準地点大崎橋での流量250m3/sを安全に流下させ
るものとする。

河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに当該河川工事の施工によ
り設置される河川管理施設の機能の概要

0.00km(河口) 1.60km(大崎橋)
0.70km(硯橋)

■基準地点

単位：m3/s (確率規模:1/10)

整備計画区間

加茂川

和
歌
山
下
津
港

宮川

■大崎橋

■宮橋

(延長0.90km)

60

280 250

流量配分図
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加茂川河川改修の概要

河川改修の概要

目的
•概ね10年に一度程度の確率で発生する規模の洪水の安全な流下
•第２室戸台風規模の高潮による被害の防止

施工場所
•硯橋付近～大崎橋付近

0.70km ～ 1.60km    (L=約0.9km)

整備内容

工　種 数　量 適　用
護岸工事 0.70km付近～1.60km 硯橋～大崎橋

橋梁架け替え ３橋 前川橋、学校橋、大崎橋
橋梁撤去 ２橋 硯橋、人道橋
堰の改築 １堰 大湯井堰

防潮水門の設置 １箇所 宮川合流地点上流部
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河川改修の概要

和歌山下津港

硯橋

防潮水門

前川橋

学校橋

人道橋

大崎橋

大湯井堰

高潮対策区間

治水対策区間

整備計画対象区間　L=0.90km

加茂川・宮川合流部

 

前川橋上流

低水護岸

パラペット

既　　設

井 堰 (撤去)

防 潮 水 門

凡　　例

護
岸

橋梁(架け替え)

橋 梁 (撤去)
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高潮堤防高
TP+3.50m

高潮堤防高 TP+3.50m

計画高水位

計画高潮位 TP+3.00m

満潮時に東海・東南海・南海地震(M8.6)が

同時発生を想定したときの予想津波高

 TP+2.70m(第１波ピーク)

昭和21年(1946)12月21日に発生した

南海地震で下津町下津で観測された津波高

 TP+2.80m(戦後最大)

満潮時に東海・東南海・南海地震(M8.6)が

同時発生を想定したときの予想津波高

 TP+4.80m(最大波)
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下流部の河川環境と自然環境の保全

底質は主に泥
導流堤から延びる中州、
ヨシ群落

底質は主に砂礫砂
ハクセンシオマネキ
の主要な分布域



23

堤防を嵩上げして、
高潮被害を防ぐ。

矢板護岸にすること
で人工的な改変を最
小限に抑える。

高潮堤防高 TP+3.50m
Ｈ.Ｈ.Ｗ.Ｌ TP+3.00m

Ｈ.Ｗ.Ｌ

底生動物にとって良
好な環境が形成され
ている。

0.76k付近
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導流堤および導流堤か
ら下流方向に延びる中
州には、多様な環境が
形成されている。

治水対策として引堤
し導流堤の環境を維
持する。

堤防を嵩上げして、
高潮被害を防ぐ。

H.W.L +2.43m

高潮堤防高 TP+3.50m
Ｈ.Ｈ.Ｗ.Ｌ TP+3.00m

0.88k付近
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治水対策として
川幅を拡げ、川底を下げて
洪水を安全に流す

Ｈ.Ｗ.Ｌ

1.56k付近
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大湯井堰

DL=TP-5.00

(AS)

堰止め最高水位

水垢高さ H=TP+2.40

H=TP+2.80

(AS)

FH ▽0.26m

堤防高 TP+4.84m

H.W.L TP+4.04m

鋼矢板 鋼矢板

取水口管底高　TP+1.79 (HPφ500)

現況断面

②

河積確保のため
①川幅の拡幅
②河床の掘削

の必要がある。

大湯井堰（左岸側から） 起立時

① ①

環境面
魚道設置の検討
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６．その他の河川整備を総合的に行うために必要な事項

＜河川情報の提供＞
洪水発生時の被害を最小限に抑えるため、関係機関との連携強化や浸水想定
区域図の公開、洪水ハザードマップの作成支援等による災害情報の開示、共
有により、日常からの防災意識の啓発と高揚を図り、また関係機関との情報連
絡体制、警戒避難態勢、水防体制の維持･強化を図る。

＜地域連携＞
また、加茂川には隣接する小学校等もあることから、学校や地域と連携して川
をとおした自然とふれあえる環境を整え、またその反面、川が持つ危険性につ
いても子供の頃から認識し、身につけられるよう環境学習の場としての活用の
促進に努める。豊かな自然環境を保全し、将来へ良好な姿で引き継いでいくた
めに、河川の自然環境に対する理解を深める。
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河川情報の提供(浸水想定区域図)
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津波ハザードマップ：海南市
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河川水位情報(海南市下津町下)

河川の24時間水位グラフ

水位状況図

河川上流から見た断面図

(水位観測所 2008年09月30日14時40分 現在)
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地域連携

加茂川：河川愛護会による草刈り・清掃 （参考）貴志川：がたろ大作戦による清掃


